
 １２月２１日（土）夜間に発生した松が岬公園地内の堀に架かる菱門橋の損壊の状況等につ

いて、現時点での情報をお知らせいたします。 

１ 経過及び対応状況について 

１２月２１日（土） 

午後 ９時５０分頃 警察へ市民からの通報により菱門橋が損壊しているとの情報。 

午後１０時２０分頃 警察から市へ連絡。警察と合同で立入禁止措置などの現場対応を

実施。 

１２月２２日（日) 

午前 ０時過ぎ 立入禁止措置完了。 

午前 ９時   現場確認を実施し、立入禁止措置を強化。 

２ 菱門橋の損壊状況等について 

（１）状況

土台となる石積み崩落に伴い、菱門橋が損壊したと思われる。

（２）崩落の原因

空積み（接合剤等を使わない）により石積みを行った後、期間が経過していることで

石積みにゆるみや乱れが生じ、このたびの崩落、菱門橋の損壊につながったものと想定

される。 

（３）所有者・整備時期等

① 所 有 者 調査中（市所有と思われる。）。管理は市都市計画課。

② 整備時期 調査中

③ 規  格 幅員３．５ｍ 橋長９．５ｍ（推定） 

④ 由  来 米沢城本丸跡の南側堀に架かる太鼓橋で、その橋名は、江戸時代、本丸御

殿からの南側の出入口と塩硝蔵をつなぐ橋として、その通行を厳重にとり

しまったことから「秘し門橋」と称されたことに由来する。 

（５）維持管理の状況

月１回の目視点検。

（６）今後の対応

まずは、損壊の状況及び復旧の方法等について調査を行う方向で調整中。
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３ 位置及び状況写真 
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